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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月15日(2017.9.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記目的を達成するための本発明の第１の形態の撮像レンズは、固体撮像素子上に被写
体の像を結像する７枚のレンズで構成される撮像レンズであって、物体側から像側に向か
って順に、物体側に凸面を向けた正の屈折力を有する第１レンズと、負の屈折力を有する
第２レンズと、正または負の屈折力を有する第３レンズと、正または負の屈折力を有する
第４レンズと、正の屈折力を有する第５レンズと、負の屈折力を有する第６レンズと、像
側に凹面を向けた両面が非球面の第７レンズとが、それぞれ間隔をおいて配置されて構成
され、前記第３レンズから前記第６レンズはそれぞれ少なくとも１面に非球面が形成され
ており、前記第７レンズの像側の非球面上には光軸上以外の位置に変極点が形成されてお
り、以下の条件式（１）、および（９）を満足する。
（１）－１．０＜ｆ１／ｆ２＜－０．１５
（９）４０＜νｄ４＜７５
ただし、ｆ１は第１レンズの焦点距離、ｆ２は第２レンズの焦点距離、νｄ４は第４レン
ズのｄ線に対するアッベ数である。
　また、上記目的を達成するための本発明の第２の形態の撮像レンズは、固体撮像素子上
に被写体の像を結像する７枚のレンズで構成される撮像レンズであって、物体側から像側
に向かって順に、物体側に凸面を向けた正の屈折力を有する第１レンズと、負の屈折力を
有する第２レンズと、正または負の屈折力を有する第３レンズと、正または負の屈折力を
有する第４レンズと、負の屈折力を有する第５レンズと、正または負の屈折力を有し、光
軸近傍で物体側に凸面を向けたメニスカス形状の第６レンズと、像側に凹面を向けた両面
が非球面の第７レンズとが、それぞれ間隔をおいて配置されて構成され、前記第３レンズ
から前記第６レンズはそれぞれ少なくとも１面に非球面が形成されており、前記第７レン
ズの像側の非球面上には光軸上以外の位置に変極点が形成されており、以下の条件式（１
）を満足する。
（１）－１．０＜ｆ１／ｆ２＜－０．１５
ただし、ｆ１は第１レンズの焦点距離、ｆ２は第２レンズの焦点距離である。
 
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　条件式（９）は、第４レンズのｄ線に対するアッベ数を規定するものであり、良好な色
収差補正を行うための条件である。第４レンズに低分散な材料を用いることで倍率色収差
の発生を抑制する。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、本発明の撮像レンズは、第５レンズが正の屈折力を有し、第６レンズが負の屈折
力を有する場合、以下の条件式（２）を満足することが望ましい。
（２）０．５＜ｆ５／ｆ＜１．５
ただし、
ｆ：撮像レンズ全系の焦点距離
ｆ５：第５レンズの焦点距離
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　条件式（２）は、第５レンズが正の屈折力、第６レンズが負の屈折力を有する場合にお
いて、第５レンズの焦点距離と撮像レンズ全系の焦点距離との関係を適切な範囲に規定す
るものであり、低背化を図りながら球面収差、コマ収差を良好に補正するための条件であ
る。条件式（２）の上限値を上回ると、第５レンズの屈折力が弱くなり、光学系全長を短
縮することが困難となる。一方、条件式（２）の下限値を下回ると、第５レンズの屈折力
が強くなりすぎ、光学系全長の短縮化には有利となるものの、球面収差やコマ収差が大き
くなり、補正が困難となるため好ましくない。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また、本発明の撮像レンズは、第５レンズが正の屈折力を有し、第６レンズが負の屈折
力を有する場合、以下の条件式（３）を満足することが望ましい。
（３）－８．０＜ｆ６／ｆ＜－１．０
ただし、
ｆ：撮像レンズ全系の焦点距離
ｆ６：第６レンズの焦点距離
 
【手続補正６】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　条件式（３）は、第５レンズが正の屈折力、第６レンズが負の屈折力を有する場合にお
いて、第６レンズの焦点距離と撮像レンズ全系の焦点距離との関係を適切な範囲に規定す
るものであり、低背化を図りながら色収差を良好に補正するための条件である。条件式（
３）の上限値を上回ると、第６レンズの負の屈折力が強くなりすぎ、光学系全長の短縮が
困難となる。一方、条件式（３）の下限値を下回ると、第６レンズの負の屈折力が弱くな
りすぎ、色収差の十分な補正が困難になる。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　また、本発明の撮像レンズは、第５レンズが負の屈折力を有し、第６レンズが正の屈折
力を有する場合、以下の条件式（４）を満足することが望ましい。
（４）－２０＜ｆ５／ｆ＜－１．０
ただし、
ｆ：撮像レンズ全系の焦点距離
ｆ５：第５レンズの焦点距離
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　条件式（４）は、第５レンズが負の屈折力、第６レンズが正の屈折力を有する場合にお
いて、第５レンズの焦点距離と撮像レンズ全系の焦点距離との関係を適切な範囲に規定す
るものであり、低背化を図りながら非点収差、像面湾曲を良好に補正するための条件であ
る。条件式（４）の上限値を上回ると、第５レンズの負の屈折力が強くなりすぎ、光学系
全長の短縮を図ることが困難となる。一方、条件式（４）の下限値を下回ると、第５レン
ズの負の屈折力が弱くなりすぎ、非点収差、像面湾曲の補正が困難となる。
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　また、本発明の撮像レンズは、第５レンズが負の屈折力を有し、第６レンズが正の屈折
力を有する場合、以下の条件式（５）を満足することが望ましい。
（５）１．０＜ｆ６／ｆ＜３．０
ただし、
ｆ：撮像レンズ全系の焦点距離
ｆ６：第６レンズの焦点距離
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【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　条件式（５）は、第５レンズが負の屈折力、第６レンズが正の屈折力を有する場合にお
いて、第６レンズの焦点距離と撮像レンズ全系の焦点距離との関係を適切な範囲に規定す
るものであり、低背化を図りながら球面収差、歪曲収差を良好に補正するための条件であ
る。条件式（５）の上限値を上回ると、第６レンズの正の屈折力が弱くなり、光学系全長
の短縮が困難となる。一方、条件式（５）の下限値を下回ると、第６レンズの正の屈折力
が強くなりすぎ、光学系全長の短縮化には有利であるが、球面収差や歪曲収差が大きくな
り、補正が困難となるため好ましくない。
 
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　また、本発明の撮像レンズは、以下の条件式（６）から（８）を満足することが望まし
い。
（６）２０＜νｄ１－νｄ２＜４０
（７）４０＜νｄ３＜７５
（８）４０＜νｄ７＜７５
ただし、
νｄ１：第１レンズのｄ線に対するアッベ数
νｄ２：第２レンズのｄ線に対するアッベ数
νｄ３：第３レンズのｄ線に対するアッベ数
νｄ７：第７レンズのｄ線に対するアッベ数
 
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　条件式（６）から（８）は、第１レンズから第３レンズ、および第７レンズのｄ線に対
するアッベ数を規定するものであり、良好な色収差補正を行うための条件である。条件式
（６）は、第１レンズに低分散な材料を、第２レンズに高分散な材料を用いることで、第
１レンズで発生する色収差を良好に補正することを示すものである。また、条件式（７）
および条件式（８）は、第３レンズと第７レンズに低分散な材料を用いることで倍率色収
差の発生を抑制することを示すものである。
 
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２７】
　また、本発明の撮像レンズは、第５レンズが正の屈折力を有する場合、以下の条件式（
１０）を満足することが望ましい。
（１０）２０＜｜νｄ５－νｄ６｜＜４０
ただし、
νｄ５：第５レンズのｄ線に対するアッベ数
νｄ６：第６レンズのｄ線に対するアッベ数
 
【手続補正１４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固体撮像素子上に被写体の像を結像する７枚のレンズで構成される撮像レンズであって
、物体側から像側に向かって順に、物体側に凸面を向けた正の屈折力を有する第１レンズ
と、負の屈折力を有する第２レンズと、正または負の屈折力を有する第３レンズと、正ま
たは負の屈折力を有する第４レンズと、正の屈折力を有する第５レンズと、負の屈折力を
有する第６レンズと、像側に凹面を向けた両面が非球面の第７レンズとが、それぞれ間隔
をおいて配置されて構成され、前記第３レンズから前記第６レンズはそれぞれ少なくとも
１面に非球面が形成されており、前記第７レンズの像側の非球面上には光軸上以外の位置
に変極点が形成されており、以下の条件式（１）、および（９）を満足することを特徴と
する撮像レンズ。
（１）－１．０＜ｆ１／ｆ２＜－０．１５
（９）４０＜νｄ４＜７５
ただし、
ｆ１：第１レンズの焦点距離
ｆ２：第２レンズの焦点距離
νｄ４：第４レンズのｄ線に対するアッベ数
【請求項２】
　固体撮像素子上に被写体の像を結像する７枚のレンズで構成される撮像レンズであって
、物体側から像側に向かって順に、物体側に凸面を向けた正の屈折力を有する第１レンズ
と、負の屈折力を有する第２レンズと、正または負の屈折力を有する第３レンズと、正ま
たは負の屈折力を有する第４レンズと、負の屈折力を有する第５レンズと、正または負の
屈折力を有し、光軸近傍で物体側に凸面を向けたメニスカス形状の第６レンズと、像側に
凹面を向けた両面が非球面の第７レンズとが、それぞれ間隔をおいて配置されて構成され
、前記第３レンズから前記第６レンズはそれぞれ少なくとも１面に非球面が形成されてお
り、前記第７レンズの像側の非球面上には光軸上以外の位置に変極点が形成されており、
以下の条件式（１）を満足することを特徴とする撮像レンズ。
（１）－１．０＜ｆ１／ｆ２＜－０．１５
ただし、
ｆ１：第１レンズの焦点距離
ｆ２：第２レンズの焦点距離
【請求項３】
　以下の条件式（２）を満足することを特徴とする請求項１に記載の撮像レンズ。
（２）０．５＜ｆ５／ｆ＜１．５
ただし、
ｆ：撮像レンズ全系の焦点距離
ｆ５：第５レンズの焦点距離
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【請求項４】
　以下の条件式（３）を満足することを特徴とする請求項１に記載の撮像レンズ。
（３）－８．０＜ｆ６／ｆ＜－１．０
ただし、
ｆ：撮像レンズ全系の焦点距離
ｆ６：第６レンズの焦点距離
【請求項５】
　前記第６レンズは正の屈折力を有し、以下の条件式（４）を満足することを特徴とする
請求項２に記載の撮像レンズ。
（４）－２０＜ｆ５／ｆ＜－１．０
ただし、
ｆ：撮像レンズ全系の焦点距離
ｆ５：第５レンズの焦点距離
【請求項６】
　前記第６レンズは正の屈折力を有し、以下の条件式（５）を満足することを特徴とする
請求項２に記載の撮像レンズ。
（５）１．０＜ｆ６／ｆ＜３．０
ただし、
ｆ：撮像レンズ全系の焦点距離
ｆ６：第６レンズの焦点距離
【請求項７】
　以下の条件式（６）、（７）、（８）を満足することを特徴とする請求項１または２に
記載の撮像レンズ。
（６）２０＜νｄ１－νｄ２＜４０
（７）４０＜νｄ３＜７５
（８）４０＜νｄ７＜７５
ただし、
νｄ１：第１レンズのｄ線に対するアッベ数
νｄ２：第２レンズのｄ線に対するアッベ数
νｄ３：第３レンズのｄ線に対するアッベ数
νｄ７：第７レンズのｄ線に対するアッベ数
【請求項８】
　以下の条件式（１０）を満足することを特徴とする請求項３または７に記載の撮像レン
ズ。
（１０）２０＜｜νｄ５－νｄ６｜＜４０
ただし、
νｄ５：第５レンズのｄ線に対するアッベ数
νｄ６：第６レンズのｄ線に対するアッベ数
【請求項９】
　以下の条件式（１１）、（１２）を満足することを特徴とする請求項５または７に記載
の撮像レンズ。
（１１）２０＜｜νｄ４－νｄ５｜＜４０
（１２）４０＜νｄ６＜７５
ただし、
νｄ４：第４レンズのｄ線に対するアッベ数
νｄ５：第５レンズのｄ線に対するアッベ数
νｄ６：第６レンズのｄ線に対するアッベ数
【請求項１０】
　以下の条件式（１３）、（１４）を満足することを特徴とする請求項１または２に記載
の撮像レンズ。
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（１３）１．０＜ＴＴＬ／ｆ＜１．３５
（１４）ＴＴＬ／２ｉｈ＜１．０
ただし、
ｆ：撮像レンズ全系の焦点距離
ＴＴＬ：フィルタ類を取り外した際の最も物体側に位置する光学素子の物体側の面から像
面までの光軸上の距離（光学全長）
ｉｈ：最大像高
【請求項１１】
　以下の条件式（１５）、（１６）を満足することを特徴とする請求項１に記載の撮像レ
ンズ。
（１５）０．４＜ｆ３４５／ｆ＜１．２
（１６）－1．０＜ｆ６７／ｆ＜－０．３
ただし、
ｆ：撮像レンズ全系の焦点距離
ｆ３４５：第３レンズと第４レンズと第５レンズの合成焦点距離
ｆ６７：第６レンズと第７レンズの合成焦点距離
【請求項１２】
　以下の条件式（１７）、（１８）を満足することを特徴とする請求項２に記載の撮像レ
ンズ。
（１７）２．０＜ｆ３４５／ｆ＜８．０
（１８）－６．０＜ｆ６７／ｆ＜－２．０
ただし、
ｆ：撮像レンズ全系の焦点距離
ｆ３４５：第３レンズと第４レンズと第５レンズの合成焦点距離
ｆ６７：第６レンズと第７レンズの合成焦点距離
【請求項１３】
　前記第５レンズは、物体側に凹面を向けたメニスカス形状であることを特徴とする請求
項１または２に記載の撮像レンズ。
【請求項１４】
　以下の条件式（１９）を満足することを特徴とする請求項１に記載の撮像レンズ。
（１９）０．８＜（ｒ９＋ｒ１０）／（ｒ９－ｒ１０）＜２．５
ただし、
ｒ９：第５レンズの物体側の面の曲率半径
ｒ１０：第５レンズの像側の面の曲率半径
【請求項１５】
　以下の条件式（２０）を満足することを特徴とする請求項２に記載の撮像レンズ。
（２０）－２０．０＜（ｒ９＋ｒ１０）／（ｒ９－ｒ１０）＜－４．０
ただし、
ｒ９：第５レンズの物体側の面の曲率半径
ｒ１０：第５レンズの像側の面の曲率半径
【請求項１６】
　以下の条件式（２１）を満足することを特徴とする請求項１または２に記載の撮像レン
ズ。
（２１）ｆ／ＥＰＤ＜２．４０
ただし、
ｆ：撮像レンズ全系の焦点距離
ＥＰＤ：入射瞳直径
【請求項１７】
　前記第１レンズから前記第７レンズは、プラスチック材料で構成されており、全てのレ
ンズ面には非球面が形成されていることを特徴とする請求項１または２に記載の撮像レン
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ズ。


	header
	written-amendment

